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～ 回 想 ～ 校 長 大 江 修

『キョロロロロ・・』と今朝もアカショウビンの鳴き声で目を覚ます．

大和村あたりでは，「クッカル」と方言で呼ばれている。東南アジア辺り
で越冬し，奄美へは梅雨入りぐらいの時期に飛来するようである。波静か

な水面に響き渡るような鳴き声とともに，一日がスタートする。なんと贅沢なことか

なと思う。

鳥と言えば『ルリカケス』，ルリカケスと言えば瀬戸内町では永井龍

雲さんではなかろうか。一日 1 回は，FM 瀬戸内で流れているようであ

る。ちょうど私が学生時代，永井さんは『想い』という曲でデビューし

た。私たちの学生時代は，ギターの弾ける先輩の家に集まっては，フォークソングを

歌っていた時代である。その中で聴いた高音の響きのある歌声に惹かれ，バイトして

買ったステレオと LP レコード，いつの間にかどこに行ってしまったのか分からない

が，青春時代を思い出させてくれるシンガーである。

前回瀬戸内で勤務したのが，10 年ぐらい前，久慈の学校だった。そこで再び『ル

リカケス』と永井龍雲さんと出会った。島を離れて生活した母を思った素晴らしい曲
に，瀬戸内の静かな海のたたずまいと島のすばらしさを綴った歌詞に，再び永井さん

のファンとなった。

今回俵で，教員住宅から見える海のたたずまいの中に，『ルリカケス』の歌を重ね
ながら，毎朝小鳥たちの囀りを聴いていると，様々なことを思い出しながら，一人至
福の時間を過ごしている気がする。

みなさんの中にも，そんな思い出に残る曲があるのではないでしょうか？

ハブの季節になりました

先日，技術室前の側溝を左のヒメハブが，這って
いました。体長は１ｍ５０ｃｍぐらいあったようで
す。前日は，理科室前でも少し小さなヒメハブが出
ました。２日連続の出没で，注意が必要だなと思っ
ています。２匹とも”ハブの天敵”ということもあ
り，逃がしましたが，俵集落内でもマムシを見るこ
とも過去にありました。夜間は電灯を忘れずに携行

し，ご用心ください。『備えあれば，憂いなし』だと思います。
◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇

先日，水難事故防止教室を行いました。

いよいよ 海のシーズン到来です。合わせてご注意ください。

（ぐすくばら）

【家訓】

人の嫌がることはしない ７月１３日（日）
出発は俵の港を１２：４５出発
大会終了は１５：３０（予定）

連絡先75-0032前原（俵中教頭）

伝統の板付舟の海峡横断です。不撓不屈の
精神を学ぶのはもちろんですが，本校の卒業生や地域の

方と活動をすることでつながりを大切にしたいと考えます。舟に限り
もありますので，参加希望者はお早めに・・・。６月１３日までに申し

込みをよろしくお願いします。一緒に漕ぎましょう。
みんなが主人公です。

梅雨に入り，じめじめした毎日ですが，
生徒たちのおかげで今日もさわやか。
なぜか？と言いますと，「実に自然な気配
りができるから。

１日（日）俵中同窓会・総会 今，何をすべきかをきちんと考えられ
１０日（火）集合学習・修学旅行説明会 る。つまり自分の仕事は責任をもって果

高校説明会 たし，次の活動を予測する力を持ってい
１３日（金）板付舟オリエンテーション る。」のです。
２３日～２６日 修学旅行 大人でもなかなかできないことを自然
２３日～２６日 修学旅行 にこなします。

頼もしい発見でした。

板付舟参加申し込みを始めます。
舟は５艇です。さぁ，下の申し込
み用紙に記入して６月１３日まで
に学校宛申し込みをお願いします。
仲間と連絡を取り合い申しこんで
楽しい時間を過ごしましょう。

７月１３日の板付舟の海峡横断のチーム代表者として登録します。

代表者氏名（ ） 連絡先（ － ）

※ 登録や時間の流れ，その他のことは後日連絡を差し上げます。


